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研究対象
．はじめに1

小児の身体舜育には，・、遷伝的因子と瑛天的な漂境因子

iζよる影響があ虹，、・親の体格もぐg 1つの因子といわれ
てい、る。体格の親子相関を調べた研究は多く、，、ウシやウ

マ等の動物では， ．生まれてく る仔は母親の形質を受けや

す瞭と睦むれでお・り威人間の親子闇ではド出生時には母

親の影響を受けや云く。， ン思春期ゑ除けば年齢と共に親子

間め相蘭の程度ぱ高くな、り、，成人になると子供は父と母

よ，りほぼ同等に影響を受けるといわれている1）。小児期

の身長，』体量露骨年齢などから成人になった時の身長等
を予測する2〉3） Bay夏ey－PinneaU法4），「、RO6her－

w融晦7Thi＄e嚥ラ）卑脚κ今r法6！、な どの研究，

出醤鵜磯轡る因髄蜥した確7夙、雌時
からの儲轍断鰹羅し岬卿19峨、家即で
鯛関を郷毎工1）や地齢1琴）ゆ析随研郷どがあ

秘｛，しかレ， ．身長や体軍の親子相関を出隼時かう縦断的

に重相関分析‘・・偏相関分析・重回帰分析した研寒は少な

し｝。それらを分析しどの毒うな因子がξΦ程度小児の身

体発育に関連があるかを調査するこヶは・ 発育塗≠爾小

堤璽鯉康管理上大切塗指標ξなるマ、 我々は，、児自身㊨出

隼時の体重1『身長や雨現Φ体重？．身長とg「をの窪歳時に

τ　　　　　　　　　　　　　エの，挙ける体重笑身艮と㊨関連を調べた　？今回4そ弗をさ

ら‘ζ発展さ詰，・児の出年時から5歳以下の体重1ミ身母，

蒙母の体重’，身長…在胎週数との闇の相関壷謬タ・ 又？、

ζ弗うの困テの緯合わせにより幼翠期後半吸体重・身長

がどの程度予測できるか重相関を求め， それを予測する

重回帰式を作成した6小児期の体重・身長の経時的観察

を行なったので，それが実際の育児指導，保健指導の　、

助となれぱ幸いである。

総合母子保健セッター愛育病院で昭和44～50年に2500

ダ以土で出生した児，約4000人のうち，生後1カ月 （1ガ

月α日～1カ月13日），生後1歳（11カ月0日佃1歳0 カ

月30日），生後3歳、（21歳11カ月0日～3歳1カ月30日）、〆

生後．5歳（4歳11カ月0日～5歳1カ月30日〉 の時点で

当セシタ・』保健指導部を受診した男児131例，女児111・

例を対象とした6対象児の在胎週数，父親の体重幽身長

（以下父BW，父BLと略す），母親の体重・身長1（母B

Wレ1母BL）る出生時の体重1∈身長（出1BW， 出BL），生

後二1カ月の体重て1カ月一BW），生後1歳の体重！身長（丁

歳BWゴ ll1「歳BL），生後3歳の体重レ 身長（3歳BWl・

3歳BL），生後5歳の体重・身長 （5歳BWl 5歳B’L）

表r 対象児
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の平均値及び標準偏差値は表1に示す通りである。対象

とした月齢や年齢を考慮すれば，昭和55年の厚生省乳幼

児身体発育調査値とほぼ同 じである。 r、

研究方法

　保健指導部を受診した児の力歩テの記載はデータシー
トM）に写しかえられて保存され乏いお。そのデータシー

トより男女別に，在胎週数，父BW，父BL，母BW，

母BL，出BW，出BL，1カ月BW，1歳BW， 1歳

BL，3歳BW，3歳BL， 5歳BW，5歳BLの14因
子を選び出した。在胎週数は週数そのまま，出BW，1

カ月BWは1009単位，1歳BW，3歳BW，5歳BW
はkg単位，出BL，1歳BL，3歳BL，5歳B Lは㎝
単位で，それ以下は切り捨てて計算した。父BW，母B

Wは5㎏毎，父BL，母BLは5c皿毎の群に分けられて
数字でデー、タシートに記載されているので，その数字を

使用して計算した。これらの因子間の関連の有無や程度

を知るために， まず各因子間の単相関係数を求め， 次に，

他の因子の影響を除外しようと，それぞれの偏相関係数

を求めた。計算はCanon　：mini　noppy　dlsk重回帰

分析モデルL　B　I』2501を使用しCanon　BX」1に

より行なった。

　次に出生前にわかる4因子（父BW，父BL，母BW，
母B　L）多出生直前にわかる5因子（前記4因子，在胎週数），

出生時にわかる7因子 （前記5因子，出BW，出BrL），

生後11カ月までにわかる8因子（前記7因子，1カ月B
W），生後1歳の時までにわかる10因子（前記8因子，1

歳BW，1歳BL），生後3歳時までにわかる12因子（前

記10因子，3歳菖W，3歳BL）の各々と，その後の体

璽や身長（3歳BW，3歳BL，5歳BW．5麟后Lな．

ど）との重相関係数を求め，どの時点で将来の体重や身

長がど爾程度推定可黛か検討した。

　最後に，幼児期の体重や身長を予測する次のような回

帰式を男女別に求めた。出生時にわかる7因子から生後

1歳， 3歳，5歳の体重や身長を予測する回撮式，生後

1歳の時までにわかる10因子から生後3歳，5歳を予測

すう叩帰式を求めた。回帰式でり単位は・在胎週数は週

数そのまま，父BW，母BW，1歳β繊3歳BW5歳BWはkg

単位ゴ父BL ，母BL，出’BLl，1歳BL，3歳BL，

5歳BLはcm単位で，それ以下は切り捨てて計算し，出

BWと1カ月阜Wは㎏単位では声るが響数点2隼以下を
切り捨てて計算するように式を設定した。

結果と考察

　男児における各因子間の単相関係数は表2，女児の単

相関係数は裏3，男児の偏相関係数は表4，女児の偏相

関係数は衷5，男児の重槽関係数は表6，女児の重相関

係数は表アに示した。男児の出生時から幼児期の体電や

身長を予測する回帰式を表8，女児の出生時からの回帰

式を表9，男児の1歳時に3歳や5歳の体重・身長を予

測する回帰式を表10，女児の1歳時からの回帰式を表11

に示した。

　生後1カ月時は体重のみで身長を1つの因子として計

算しなかった理由は，生後1カ月間の体重増加は著明で

あるが身長増加は比較的少ない点，及び，乳児初期の身

長の正確な測定は股関節保護の意味で必ずしも勧められ

ない点の2点である。

　単相関係数や偏相関係数は，2つの因子間の関連をみ

る数値であるが，その因果関係までも示すものではな
い15）。ことに単相関係数は，他の因子による間接的な関

連までも同じ程度に示す数値であるので， 私達はそれを

除くだめ偏相関係数も求めた。しかし，他の因子の効果

を除外した後の2因子間の関連を示す偏相関係数は，ど

の因子の効果を除外するかで，数値は大きく変動するd

従って，結果にっいて考察する際には，個々め数値にと

らわれず各表を総合的に判断し，他の研究とも照ら’し合

わせて考察した。

　乳幼児の体重や身長は・，多くの因子に影響されて決ま

るものであるから，それを説明する因子は多ければ多い

程1乳幼児の体重や身長は予測しやすくなる。そこ古出

生時や生後1歳までに判明するいくつかの因子から，将

来の体重や身長がどの程度予測可能かみる意味で重相関

係数を求め，将来を予測する回帰式を作成した。

　各因子間の関連を以下に考察する。

　①在胎週数の影響

　在胎週数の乳幼児期への影響を表2～5の各相関係数

の値でみると，生後1ヵ月頃までは影響が認められるが，

生後1歳以後には影響は比較的少ないことがわかるQ又，

在胎週数は，出生時体重に比して出生時身長とより強い

関連があり，ことに偏相関係数でみるとそれははっきり

する。在胎期間が長くなるにつれて胎児の身長は大きく

なり，それとともに体重も増加してくるが， 成熟児では

在胎週数の長短は生後1歳以後には余り影響しないと考

えられる。

　②体重と身長
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表2男児の単相関係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ夢

出B・W 出、B L 1カ月后W 1機2W 1歳B迄「 3歳B・Wr 3歳Bレ 5♪

BW』 臓BL
在胎週数 0．45＊＊＊ 0．55艸＊ 0，34＊綿 0．10 0． 26 ＊罫 αレ1L 1 α・27＊ ＊ 0113乏 16』30弼

父B：W 0． 17 0』24＊＊ α20＊ α20牽 0．【1ブ α一24轡 0． 24＊＊ 0．26睡 ・6． 24＊痢 』

父　B　L 0，・16 0123＊＊ 0．15 α06 0．18求 0』ゴ1エ？ α27＊巡 09171・… つ．25＊＊〕

母B　W 0』31＊＊ 0．27率＊ 0』23＊＊
0．1
0雫 0』 32網＊ α

き1＊＊ ol’29終 0』30乗＊ ro．32＊＊’r

母卜B　L 0．・32＊＊ 0．34＊＊＊ 0．・21 宰 0131＊＊ 0，姶O聯＊ Ol！43＊＊＊ 0．！42 ＊＊＊ αむ5＊＊多 0．42轡

出1”Brw 1 α82＊＊＊ ol？1＊＊＊ ／0』39＊＊＊ 0．r 50＊＊＊ 0． 49＊＊＊ 〇三：44象＊＊ Q． 46＊ヂ＊ lb，44＊樋

出『B㌧L 1 0．64＊幣　　　　〆α35 ＊＊＊ 0． 54＊＊＊ α44＊＊＊ 、0．53乗＊＊ 0．40＊＊＊ ・6．5び＊練

1カ月合W 1 0148瑠＊ 0』43纏＊ 0，58＊半＊ 0．48＊＊＊ 0．52幣＊ 0．『45＊＊＊

1歳、B　W 1 0．65＊＊＊ 0．80＊＊＊ 0．65＊平＊ 0．

71終率 0．62＊率＊

1歳 B　L 1 0，68＊＊＊ 0，86＊＊＊ 0，62＊＊＊ 1 0．言2幽＊

3歳BW 1 0．78＊＊＊ 0．87＊＊＊ b．乍5

継
3歳B
L 1 0．71瓢＊

・6．藪2 ＊＊象

5歳B　W n1 0，幣「纏1
5歳B　L ゴ　　こ・

＊：Pく0．05，　＊＊：P〈0．01，　＊＊＊．P＜0．0001

表3 女児の単相関係数 ξ弧

Lし』． 出1 Bε W 出IB．L 1カ月BW 11歳BW 1歳BIL 13r歳B、Wi 3歳BL
5・r BWl
5歳BL

在胎週数 「0、 18 0．33＊ 0．21＊ 一〇♂10 一〇』σ5’』 一〇き00（ず
Ol
03』 α04r・ ｝・1α．04’＝1

父：・rBl　W 0．rO9 0，：fO♪ 一α10r α』161・ 0．1170 α ：19季 0．ー 9＊ α18「 『0．19＊
｝・1

父
Bl L ’』

．・
1 0．20＊ 0．03た 0．23＊ α137艸＊ 0．証7 α38＊＊＊ α23』＊

、

わ．42寧秘

母㌧B　W 10．20＊ 0．”23罫 0’20＊ α・27＊＊ α24零 0．134雫＊ 0．32紳 α「33冬＊ ．31＊頻

母B r　L 0．18 α25恩 0．17・ α 26艸 0．31榊 0｝ユ7f α 36席＊＊ α℃6＝ O，23＊熱

出B　W 1 0． 74＊＊＊ 0．75纏＊ α二＄7＊＊＊ αr31＊＊、 0．134艸 0；29＊＊ 0．38饗＊＊ ・0．31綴1

出』B　L 1 0．66＊＊＊ 0．133＊＊ 0．｝44＊＊＊ 0，［36寄＊＊ 0．47＊＊＊ 0．38＊＊＊ ．0．43＊宰 雫

1カ月BW 1 OI
43＊＊＊

011

9＊聯 0．37＊雫＊ 0．36＊＊＊ 0，37＊＊＊ 』α132梱

．1歳3W 1こ』 0．60艸＊ 0．75＊＊＊ 0．64＊＊＊ 0．67＊＊＊ 110．∫58＊＊津

1』歳・BL 、 1 0．53＊＊＊ 0．77＊＊＊ 0．50＊＊＊ 0．ぐ72弊＊

31
歳・BW 1 1 0．72＊＊＊ 0．87＊聯 つ．・〒67桝声

3歳后L 1 0．66＊＊ホ 、』0．’89雫轡

3歳 BW 1 兀～’

．576婆轡

5歳B　L 三1・〕レ’ε

＊：P＜0．05，＊＊：P＜0．01，＊＊＊．P＜0．0001
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表4　男児の偏相関係数

出BW 出B　L 1カ月BW 1歳BW 1歳BL 3歳BW 3歳BL 5歳BW 5歳BL
在胎週数 0．05 0．32 0．05 0．01 一〇．09 一〇．09 一〇，04 一〇．09 0．22

父B　W 一〇．09 0．11 0，03． 0．05 一〇．04 0．02 一〇．03 0．08 一〇．00

父　B　L 0．05 0．02 0．02 一〇．05 一〇．09 一〇．19 0．19 0．08 一〇．01

母B　W 0．07 一〇，04 0．06 一〇．10 0．11 0．01 一〇．09 0．05 0．06

母B　L 0．05 0．11 一〇．19 一〇．01 一〇．04 0．21 一〇． 01 一〇．15 0．10

出B　W 一1 0．60 0．36 一〇．06 0．24 0．09 一〇．25 0．10 一〇．00

出B　L 一1 0．13 一〇．05 0．05 一〇，07 0．20 一〇．04 一〇．08

1カ月BW 一1 0．09 一〇，18 0．17 0．10 一〇．00 一〇．04

1歳BW
一1 0．32 0．41 一〇．09 0．07 一〇．05

1歳B　L 一1 一〇．13 0．43 一〇．08 0．16

3歳BW
一1 0．44 0．60 一〇．23

3歳BL
1 一〇．29 0．65

5歳BW
一1 0．51

5歳BL
一1

表5　女児の偏相関係数

出BW 出B　L 1カ月BW 1歳BW 1歳BL 3歳BW 3歳BL 5歳BW 5歳BL
在胎週数 一〇．13 0．32 0．12 一〇，12 一〇．15 0．01 0．01 一〇．01 0．04

父B　W 0．07 0．01 一〇．12 0．01 0．03 0．06 一〇．01 0．00 一D．02

父B　L 0．04 0．06 一〇．14 0．06 0．07 一〇，12 0．02 0．02． 0．15

母B　W 一〇，01 0．04 0．01 一〇．04 一〇，02 0．05 一〇．02 0．06
0． 06

母B　L α06 0．07 一〇．03 0．12 一〇．00 一〇．00 0．19 一〇．17 一〇．07

出B　W 一11 0．53 0．51 0．07 一〇．09 0．03 一〇，19 0．04 0．09

出　B　L 一1 0．13 一〇．14 0．11 一〇．05 0．20 0．04 一〇，08

1カ月BW 一1 0．16 0．17 一〇．05 0．07 0．05 一〇，10

1歳BW
一1 0．23 0．32 0．04 0．07 一〇．06

1歳BL
一1 一〇．04 0．22 一〇．12 0．．17

3歳BW
一1 0．53 0．74 一〇．46、

3歳B
L 一1 一〇．45 0，751、

5歳BW
一1 0．66

5歳BL
一1
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表6　男児の重相関係数 ㌦

41因子 5因．子吊 7』因子』・ 8 因子 ・…’ 101因・子・ 12・因 子

父BW，父 BL

BW，母BL

　　F

　在胎週数

BWlン父BL・

BW，母BL

　在胎週数

BW～父BL

BW，母BL
出BW，出3L

　在胎週数1

BW，・父Bし』1

BW♪母EL…

B鴨出BL』
ガ月BW

　　ノ「

こ在胎週数1

B鴨交おレ
BWl』母Bb
BWポ 出B跨
カ月βW・

1歳噺冨歳BL

　在胎週数
BWl ：交B

出BW，「二出BL

rカ月BW

歳BW≠1磯BL

歳BW，3歳BL

出B W ［σ．38㌔． 0ボ56・
∫ll・’

，　1
r㌔ 、』』 ド」二耀

、

出B　L 0．41 0．65 ！F』　1

1カ月BW 0．30 ＝0943ド に0．72 7＝』く交協 鋲　　　　r』’戸

1歳BW 0．34 0．34 0．46
0ゴ 54 ｛　「『

1歳BL 0．43 0．48 0．60 ピ∫ミα60』』 1＝、＝■ r　「「　　・

3歳BW 0．47 0．59　’ 0．67 0．86

3歳BL 0．48 0．52 0．60 0．63 0．89

5歳BW 0．42
0．42、 0． 54 1『 1 Q． 60

、
：民0賜8」．．

』、 Q．・8897

5歳BL 0．48 0．54 0．59 0．61 0．85 0．93、

衷7一 児の重相関係数

一歯 1
4因』子 る 因子一 ・短｝因子「㌧ ！～3；因子 D恒σ因子 12・ 因子1

父B曽，1ダBL・

BW，母BL
　L　　　ド　　　　　、　　㌧

　在胎週数

BW，父3盲

BW，母BL

　　　㌔パ』』

　在胎週数「父BW』

父BL

BW，母BL

出B呪出BU

　t二　　　　附

　在胎週数』　ド在胎週数ザ

父BWl：父BL 父BW， 父BL
BWll母BL母BW，母BL
BW｝出R恥　出后W∫出BL

11ガ月IBW㌧　；鵯11カ月BW」・

〆1ド ．’ r　　　1歳BW，ジ磯BL

　． ［一！　

　在胎週数

BWず父BL
3W，母BL
出BW， 拙BL
11カ月BW

歳BW，・1歳BL二

3歳BW，3歳BL

出　B　W 0．25 0．31

出　B L 0．34 0．49

r1カ月BW 0．23 0．31 0．78

1歳BW 0．38
0． 39

α5Q 0．56 ζ冨駿

1歳BL 0．47 0．47 α58 0．62

3歳BW 疾0』40
0140

∫α49”・
』’

9・ 2’ヒ α79』㌧ 　　

3歳BL
・り，54＝ 0154 1∫㌧♪』［ ，63

1r 0．65㌦ 0『84』1 ｝一

5歳BW
　1 0．42㌧ σ．142・ 10153

「0，55　ぐ 10ゴ74 α89’ 』

5歳B L 0．53 α53へ 0．60 ＝ ＝α61 0．79 0．91
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表8　男児出生時に幼児期の体重・身長を予測する重回帰式

1歳BW＝2・9一在胎週数xO．059＋父BW×0．016一父BLx　O・015一母BW×0．001†母BLx　O，034＋出

　　　　BWxO．78＋出BLxO．049
正歳B　L 鳴28・7一在胎週数x　O．043一父BWx　O．003＋父B　L×0．026＋母BW　x　O．037＋母B　L　x　O．091＋

　　　　出BWx1．04＋出BLxO．491
3歳BW＝一1．8一在胎週数×0．112÷父B　W　x　O．024一父B　L　x　O．017＋母B　W　x　O．010＋母B　L　x　O．073

　　　　÷出BW米L39＋、出BL×0，097

3歳B　L＝10．9一在胎週数琴0．002＋父BWx　O．012＋父B　L×0．090＋母BW×0．029＋母B　L　x　O．工64一

　　　　、出BWxO．15＋出BL×0．806

5歳BW』0・3一在胎週数×0．105＋父BWxO，039÷父BLxO．004＋母BWxO．027÷母BL×0．054＋

　　　　出BW×2．02＋出BL×0．034

5歳BL＝13．0÷在胎週数xO．205＋父BWxO．025＋父BL×0．098＋母BW×0．068＋母BL×0．197÷

　　　　出BWxO．73＋出BLxO．624

単位：体重はkg，身長はcm，在胎週数は週数

表9　女児出生時に幼児期の体重・身長を予測する重回帰式

1歳BW＝一1．3一在胎週数×0．095＋父BWxO．008÷父BL×0．025÷母BW×0．024＋母BLxO．017

　　　　＋出BWxO．67÷出BLxO．061
1歳B　L＝26．6一在胎週数×0．226＋父BWx　O．009＋父B　L　x　O．113＋母BWx　O，039＋母BL×0．053一

　　　　出BW×0．31＋出BLxO．554
3歳B　W＝一2．9一在胎週数x　O．0腿＋父BW　x　O．023＋父B　L　x　O．027＋母BW　x　O，069一母B　L　x　O．010

　　　　＋出BWxO．68＋出BL×0．198

3歳BL二．8．8一在胎週数×0．166÷父BW×0．017＋父BL×0・175＋母BW×0．102＋母BLxO．095一

　　　　出BWx1．17＋出BLxO．878

5歳BW晴一1．6一在胎週数xO・087＋父BWxO．021・＋父BL×0．075＋母BWxO．097一母BLxO・074

　　　　÷出BWx　L26＋出BLxO．222
5歳．B　L＝16．6r在胎週数x、0．152＋父B　W　x　O．017＋父B　L　x　O，284＋母BW　x　O．154一母B　L　x　O．005一

　　　　、出BW×0．19＋出BLxO．819

単位：体重は㎏，身長はcm，在胎週数は週数

表10　男児1歳時に幼児期の体重・身長を予測する重回帰式

3歳BW高一7．7一在胎週数×0．058＋父BW　x　O．008一父B　L×0．OO7＋母B　W×0．004＋母B　L　x　O．041

　　　　＋出BW×0．11一出BLx　O：035＋1カ月BWx　O．69÷1歳BWx　O．781＋1歳BL×0．114

3歳B レ＝一18．8＋在胎週数xO，073＋父BW×0．000＋父BL×0．073一母BWxO，009＋母BL×0．06♀

　　　　一出BW×2．48＋出BL×0．245÷1カ月BWx1．18＋1歳BWxO．492＋1歳BLxO・962

5歳BW＝一7．2一在胎週数xO．042＋父BW×0．021＋父BLxO，015＋母BWxO．020＋母BL×0．015

　　　　＋出BW×0．61一出BL×0．123＋1カ月BWxO．67＋1歳BWxO．910＋1歳BL×0・155

5歳BL菖一20，9＋在胎週数xO．295＋父BW×0．012＋父BL×0，079＋母BWxO．024＋母BLxO．084

　　　　一出BWx　L70一出BLxO．002÷エカ月BW×LOI＋1歳BW×0．622＋1歳BLx1．102

単位：体重は㎏，身長はcm，在胎週数は週数
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加藤他：両親の体格と出生時の体格かiらみた幼児期の身長・体重の予測

表11 女児1歳時に幼児期の体重・身長を予測する重回鼎式・
＝、

3歳B階一3・6＋磯騰XOr璽撃阜町α012一父BLXO・011＋母甲×・・9鍬母BLxα・34
　　　、、， 士瞭WX、q・05ナ出B趣q・092r1汐月B町，9！4、旦鄭弊 真廻｛ 1郡蟻9、照
噸し779i＋砺蝉〆…鳴零BWkα・・2＋父BL×α・67栂吋茶、俳b5吐母B黙鱒
　　　　＝出B毘×岬興B卿1435←1カ月B黙興ナ城脚×㌍・3、 ＋、嚇、阜、略¢714“、
5歳BW三一今4吻醐lglO貌父映α・1・咬BL一図…20＋母帥×・・d畝一期楼＆1ρ1
　　　 、・†鱒弊Ol・6弓、†恥L，，吝．gi・Or1姻町苓、・・．24，摂，脚鰹1；、孝聯1齢…修，、卿宅

、購Bた凶ll、土在輝 寧x・蝿 譲瑚xO…2ギ父Bレ、苓“岬土母趣2r・9←，r興縣9』9§8

　　　　嘱B駆g廊咄BLX，住315一、主．カ月Bwxq，33 ナ 1齢楓x．11㈱，＋職恥区．q，鋤
， 〆　卜

単位：体重は㎏，身長は領，在胎週数は週数

　各体重問の関連と各身長問鈴関連奪衷、2 斜5より全般

的にみると・一般的に身長間の相関係数の方炉体軍間の

椙関係数より値が大き、くな1？ζ硫う百ζ④こと1ま・年齢

と共1；身長は木 きく1なりゃす野項曳 体軍はその時々のい

ろいろな身体的影響による変化が多いため、と考墨られる。

ζ壁は他の綿告11エ6）鰍乳て抑11幽欄開
最相開タしれ馨告が坐なタン、鴎卑んであ至う身；．』i、▽・1、

，．⑨攣鶴ぢ母緯φ影響
，・、

　表2，3にみられるように，児志丙殺の体格．とΦ相関

帖乳・埠隼晴1弔鱗父翠タ陰母羅也多、く．奔うが，、幼児期搭な

ると父親との相関も高くなる傾向があ？声餌覧麹らも他

岬貴1）望）智恥脚，・出蜘ζは，鱗の縮
内環境の影響もある1牟，云璽影轡嫉年齢と共に城少し，

父母から両方の遺伝的影奮が幼児期以後しだいに強くな

ってくると考えられるQ

　④年齢毎の相関

　表2， 3の結果からみて出生から5r歳までの範囲では，

年齢が高くなる程，又，相関を求めた年齢が近いほど相

関係数は大きかった。体重や身長の増加量が少なければ，

その間の相関係数は高くなるのは当然である。しかし，

身長についてほぼ同じ量や比率だけ増加する出生時（男

児平均50c皿）一・生後1歳（75cm）→生後5歳（107c皿）’

の間の単相開係数をみると・出生時と1歳時は男児0．54

女児0，44であるのに，1歳時と5歳時は男児0．82，女

児0，72と，危険率5％以下で後者の相関がより高かった。．

体重についても串生時（男児平均3．2kg）r生後1歳（9

kg）→生後5歳（17㎏）の問の単相関係数は，出生時と

1歳時は男児0・39，女児0．37，1歳時と5歳時は男児

0，71，女児0．67と，乳児期に比べて幼児期の相関が高

rくなっていた（P＜0．05）Qこのことは，体重や身長

は乳児期には大きく変化するが幼児期の変化は比較的少

ないことを意味している。表6，表了の生後3歳，5歳

の重相関係数をみても，生後1カ月までの因子だけでは

　　　　　■r
その値は 0．4焼0・6位である1が，・生後1歳になるとQ．β

前後槻増加していた6、、て⑳焔とは生後11歳で幼児期後半

の体重や身長がかなり推定宅きることを示している。

　⑤回帰式rir　l』協 激噴〔』・ 』i㌧、ダ
：弘　
ン1．裏纏

、，出生時と「1歳時からの幼児期の体重や身長を予測する

、回帰式を表18～1！郵ζ示したが，．ぐれらの計算は，、kg，㎝

単位で，切り捨ての計算であり ，又，生後11，二凱5歳
ζ犠～《ち1よ∫う〆ぎ粟糞阜．前鋒g体重鋭身長を戴．遺1』する式で

ある。この回帰式でめ予翻値と実際φ身長や体重が大き

，
く韻濯する場合は雰列庫上吟ミ堺爾侮発育発運の途上

で何か問題が生じ零可能性も毒る乳臨床的な疾府5・低栄’

養廻璽悪な琢憂境下で弩養魔され摩可能姓1なξウミ考～ζ、られよ

結論

　在胎週数の影響は生後1カ月頃までは認められるが，
1歳以後には影響は比較的少ない。児の年齢が大きくな
るに従って，両親ことに父親の体重・身長との関連は大

になる傾向があり，遺伝の影響が出生後にも発現してく

ると考えられる。出生時の体重・身長は父親より母親と

の相関が高く，出生時には遺伝の影響の他に母体内の環

境の影響も強いと考えられる。5歳の体重， 身長は，出

生時に重相関係数で約0．6，1歳時に約0．8であり，乳

児期に幼児期後半の体格がかなり推定され，殊に身長に

おいて推定しやすい傾向であった。この予測値と，実際

の測定値が大きく相違する場合は，測定上のミスあ他，

発育発達の途上で何か問題が生じた可能性もあると 考え

られる。

　本研究の要旨は第30回日本小児保健学会にて発表した。

なお，本研究の研究費は，文部省「個性の発現過程の解

析」研究斑（分担研究者・小林登）の研究鐘にょる。

　稿を終るにあたり，ご指導ご校関を賜った国立公衆衛
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生院高石昌弘教授，高野陽窒長に深謝いたします。
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